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第 1号議案  甲賀都市計画道路の変更について（付議） 

       （甲賀市決定） 

       【３・５・２０８ 名坂梅が丘線の廃止】 
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甲賀都市計画道路の変更（甲賀市決定） 

 

 

 都市計画道路中３・５・２０８号名坂梅が丘線を廃止する。 

 

 

 

理  由 

 本市の都市計画道路には、都市計画決定後４０年以上が経過して

いるにも関わらず、整備が完了していない路線が存在する。このこ

とから、平成２５年度に「甲賀市都市計画道路見直し検討委員会」

を設置し、都市計画道路の見直しに着手したところである。 

本件については、当該検討委員会での検討結果に基づき、都市計

画道路の廃止を行うものである。 

３・５・２０８号名坂梅が丘線については、昭和３６年２月１４

日に水口町名坂地先から水口町水口地先まで延長約２，４００ｍの

区間を都市計画決定された後、昭和５０年から平成１３年にかけて

区画整理事業や周辺道路の変更等に伴う複数回の都市計画変更を経

て現在の水口町名坂地先から水口町梅が丘地先に至る延長約２，２

９０ｍの路線となっている。 

 当路線において、整備が完了しているのは約９００ｍのみであり、

残りの区間は未整備である。 

 当路線については、補助幹線道路および水口中心街への連絡道路

として計画していたが、計画時から約５０年が経過し、商業地等の

分散化および周辺道路整備による交通の分散による交通量の減少な

らびに代替機能の確保により、都市計画道路としての整備の必要性

がないことから計画を廃止するものである。 

 


